
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

食べる喜びを味わおう 
 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(毎月 19 日は食育の日) 

給 セ 第 ２ － ７ 号 
習志野市学校給食センター 
令和７年 11月号 保護者用 

チェック 

 チェック 

 習志野学校給食センターでは、栄養士が給食時間に各学校を訪問し、食べる様子をみなが

ら食に関する指導を行っています。また、食のテーマを決めて視聴資料を作成し、各校で給食

時間等に児童に観てもらったり、給食時間の放送で、その日の給食に因んだ内容の資料を作

成して放送してもらう等様々な方法で工夫し、食育に取り組んでいます。更に、学校の依頼に

より食に関する授業を実施しています。今年度は野菜や朝ご飯など様々な内容について 130

クラス分の授業を予定してます。これらの活動を通じて、子供たちに食の大切さを知ってもら

えるよう、努めてまいります。 

✿給食センターより✿ 
 

 実りの秋です。みなさんは、地域で生産したものを地域で消費するという意味を持つ「地産地消」

という言葉を聞いたことがありますか？ 地産地消は、安心安全で新鮮な食べ物が食べられるだけ

でなく、食料自給率の向上にもつながります。地域でつくられている食べ物について、ぜひご家庭で

も話題にしてみてはいかがでしょうか？ 

 

地場産物がおいしい給食に！ 

 子どもたちが毎日楽しみにしている学校給食には、地域の生

産者の方がたが丹精込めて作ったさまざまな地場産物をたくさ

ん取り入れられています。こうした取り組みは全国で進められて

います。 

千葉県では、地産地消を千葉県の千にかけて、「千産千消」と

呼んでいます。子どもたちは、学校給食を通して地域の食文化

などについて理解を深めています。 

 給食ができるまでに、どのような人々が働いているのでしょうか。好き嫌いで給食を残してい

る人はいませんか。みなさんの口に入るものは、たくさんの人たちによって作られています。食

べ物を大切にして、苦手なものもがんばって食べましょう。 

 

 

 

 

 

 

 食べ物を食べるということは、動植物の

命をいただくことにつながります。その食べ

物をいただくことや、料理をしてくれた人に

感謝の気持ちを込めて、「いただきます」

「ごちそうさま」のあいさつを忘れないように

しましょう。 

 

 

食事の 

あいさつ 

「いただきます」 

「ごちそうさま」 


